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平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
の
大
震
災
か
ら
、
よ
う
や

く
復
興
も
進
み
、
サ
ア
ー

こ
れ
か
ら
だ
と
言
う
平
成

二
十
七
年
十
一
月
五
日
、
八

戸
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
特

に
漁
業
関
係
者
の
守
り
神
で

あ
る
蕪
島
神
社
の
社
殿
が
原

因
不
明
の
火
災
に
よ
り
焼
失

い
た
し
ま
し
た
。
突
然
守
り

神
を
失
っ
た
市
民
を
始
め
、

地
元
関
係
者
の
驚
き
と
失
望

の
胸
中
は
計
り
し
れ
な
い
物

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
蕪

島
は
大
正
十
一
年
に
う
み
ね

こ
の
繁
殖
地
と
し
て
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に

平
成
二
十
五
年
に
は
三
陸
復

興
国
立
公
園
に
指
定
、
三
陸

復
興
国
立
公
園
の
北
の
玄
関

口
と
な
り
ま
し
た
。
う
み
ね

こ
は
毎
年
二
月
の
節
分
を
過

ぎ
た
頃
か
ら
集
ま
り
始
め
、

三
月
末
に
は
約
三
万
羽
を
越

え
る
数
と
な
り
ま
す
。
四
月

下
旬
産
卵
、
五
月
下
旬
孵
化

し
子
育
て
が
始
ま
り
ま
す
。

六
月
末
か
ら
巣
立
ち
準
備
、

七
月
中
頃
か
ら
徐
々
に
飛
び

立
ち
八
月
上
旬
に
は
全
て
の

う
み
ね
こ
が
蕪
島
か
ら
離
れ

ま
す
。
八
戸
港
の
中
に
あ
り

市
街
地
に
近
く
春
に
な
れ

ば
、
市
民
は
も
と
よ
り
全
国

各
地
か
ら
の
観
光
客
で
島
は

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
は

社
殿
復
興
の
た
め
、
市
民
始

め
商
工
会
議
所
、
漁
業
関
係

者
、
観
光
団
体
、
各
種
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
か
ら
の
寄
付
金

が
集
ま
り
再
建
が
進
ん
で
い

ま
す
。
四
月
に
は
シ
ー
ト
の

影
な
が
ら
社
殿
の
姿
が
見
え

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
三
十
二
年
の
春
に
は
、
焼

失
し
た
神
社
よ
り
ひ
と
ま
わ

り
大
き
な
新
社
殿
が
完
成
す

善
行
川
柳	

選
者	

東　
　

逸
平

○

赤
い
羽
根

　付
け
て
い
さ
さ
か

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
い
い
で
す
ね
。

　正
に
善
行
川
柳
の
雰
囲
気
を
満
た
し
て
い
ま
す
ね
。

　赤
い
羽
根
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
見
事
に
噛
み
あ
っ
て
い
ま
す
。

○

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　掃
い
て
も
掃
い
て

　桜
散
る

静
岡
県

真
野

　和
代

評
／
掃
い
て
も
掃
い
て
も
積
も
っ
て
く
る
花
の
い
の
ち
達
に
苦
笑
ま

じ
り
に
語
り
か
け
て
い
る
作
者
の
姿
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

○

声
掛
け
の

　そ
の
一
言
が

　嬉
し
そ
う

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
ス
ム
ー
ズ
に
出
た
ベ
テ
ラ
ン
の
発
句
。

　《
声
掛
け
の

　そ
の
一
言
が
》
が
と
て
も
良
い
で
す
よ
。

　今
回
は
ベ
テ
ラ
ン
作
者
三
人
が
よ
せ
て
く
れ
た
十
二
句
の
中
か
ら

選
び
ま
し
た
。

　一
人
一
句
の
掲
載
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
作
品
を
掲

載
し
ま
し
た
が
、

　掲
載
以
外
の
作
品
に
も
良
い
作
品
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
次
回
が

楽
し
み
で
す
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　

大
分
県
竹
田
支
部

大
分
県
竹
田
支
部
設
立

（
七
十
四
番
目
）

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

に
竹
田
市
役
所
応
接
室
に
お

い
て
準
備
会
を
行
い
、
四
月

二
十
四
日
に
竹
田
市
内
の
飲

食
店
で
会
員
五
名
と
首
藤
勝

次
竹
田
市
長
が
出
席
し
て
大

分
県
竹
田
支
部
設
立
総
会
が

行
わ
れ
た
。
市
長
か
ら
の
祝

辞
と
役
員
の
承
認
の
後
、
事

務
局
か
ら
経
緯
を
説
明
し

た
。
中
城
賢
一
支
部
長
が
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
善

行
を
通
じ
て
、
住
み
よ
い
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
地

道
に
地
域
で
活
動
し
て
善
行

の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
現
在
は
、
会
員
が
少
な

い
け
れ
ど
も
、
一
人
で
も
多

く
、
日
本
善
行
会
に
推
薦
し

た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。
そ

の
後
、
今
後
の
事
業
計
画
に

つ
い
て
出
席
し
た
会
員
で
協

議
を
し
、
散
会
し
た
。

善
行
銀
章
を
受
け
て

　

東
京
都
新
宿
区

前
田　

哲
也

こ
の
度
光
栄
な
る
善
行
銀

章
を
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま

し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
宿
支
部
に
入
会
し
約
十
六

年
に
な
り
そ
の
間
四
代
の
支

部
長
か
ら
『
明
る
く
住
み
や

す
い
社
会
創
り
』
と
い
う
善

行
会
の
基
本
理
念
を
学
ば
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
が
今
回
の
受
賞
に
至
る

社
会
貢
献
活
動
を
見
ま
す

と
、
小
中
学
生
へ
少
林
寺
拳

銀

　
　
章

法
の
指
導
を
行
い
、
外
国
の

ホ
ス
ピ
ス
・
学
校
建
設
へ
の

継
続
的
な
寄
付
。
ま
た
、
自

宅
の
銭
湯
の
脱
衣
場
を
使
用

し
て
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
救
命
講
習
会

の
企
画
・
指
導
」
を
継
続
し

て
い
る
事
で
す
。
受
講
者
の

延
べ
人
数
は
一
八
六
〇
名
に

な
り
、
そ
の
中
か
ら
人
命
救

助
活
動
を
し
た
方
が
数
名
い

ま
す
。
そ
の
方
達
に
は
善
行

表
彰
の
推
薦
を
上
げ
て
い
ま

す
。今

後
の
方
向
は
地
域
住
民

へ
さ
ら
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
救
命
講
習

会
の
受
講
を
進
め
、
東
京
都

浴
場
組
合
へ
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

の
重
要
性
を
Ｐ
Ｒ
し
、
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０
へ
向
け
て

防
災
街
づ
く
り
に
邁
進
し
て

い
く
つ
も
り
で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
は
全
国
浴
場
一
号
店

で
、
現
在
は
東
京
浴
場
組
合

で
『
災
害
時
マ
ニ
ュ
ア
ル
』

を
代
表
で
作
製
し
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

設
置
の
重
要
性
を
盛
り
込
み

　　

大
分
県
大
分
支
部

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
へ
参
加

平
成
三
十
年
四
月
六
日
か

ら
四
月
十
五
日
ま
で
の
十
日

間
官
民
一
体
の
行
事
と
し
て

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

善
行
会
大
分
支
部
で
は
四
月

十
一
日
十
四
時
か
ら
大
分
市

内
の
中
心
部
の
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
交
差
点
で
街
頭
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
で

は
役
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
折

り
鶴
の
提
供
を
頂
き
、
ま
た
、

今
回
は
大
分
中
央
警
察
署
の

警
察
官
の
ご
協
力
を
頂
き
ま

し
た
。

は
じ
め
に
事
務
局
長
よ

り
「
折
り
鶴
」
の
制
作
の
ご

協
力
の
お
礼
と
、
活
動
上
の

注
意
事
項
が
あ
り
、
松
井
猛

支
部
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
各

自
チ
ラ
シ
と
折
り
鶴
を
手
に

ご
高
齢
の
方
を
中
心
に
声
掛

け
を
し
ま
し
た
。「
高
齢
者

の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。」
と
呼
び
か
け
、
役
員

皆
さ
ん
の
心
こ
も
っ
た
「
折

り
鶴
」
で
行
き
交
う
人
達
に

気
持
ち
が
伝
わ
っ
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
立
ち

止
ま
り
、「
ご
苦
労
様
で
す
」

と
か
え
る
言
葉
が
嬉
し
く
な

り
ま
す
。

こ
の
様
な
や
り
取
り
、
配

布
物
四
百
部
用
意
し
ま
し
た

が
、
一
時
間
の
予
定
が
三
十

分
位
で
終
了
、
支
部
長
の
終

了
の
挨
拶
、
皆
さ
ん
で
集
合

写
真
を
撮
り
、
支
部
長
の
お

茶
の
差
し
入
れ
を
い
た
だ
き

解
散
し
ま
し
た
。
爽
や
か
な

ひ
と
時
で
し
た
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢うみねこが舞う蕪島神社

青森県八戸支部

お

知
　ら

せ

▽
定
期
総
会

〈
日
時
〉

  

六
月
二
十
九
日
（
金
）

　
　
　

十
三
時
～
十
五
時

〈
場
所
〉

  

東
京
都
千
代
田
区

  

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

  　
　
　
　
　

Ｇ
４
０
９

  

総
会
終
了
後   

懇
親
会

  

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　　

東
京
ブ
ロ
ッ
ク
会

定
期
総
会
と

懇
親
会
を
開
催

日
本
善
行
会
東
京
ブ
ロ
ッ

ク
会
（
会
長 

栗
原
忍
）
の

定
期
総
会
・
懇
親
会
が
五
月

十
二
日
、
東
京
都
新
宿
区
の

シ
ェ
ン
ロ
ン
ト
ー
キ
ョ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
栗
原
ブ

ロ
ッ
ク
会
長
か
ら
「
四
月
一

日
に
石
毛
利
雄
前
ブ
ロ
ッ
ク

会
長
よ
り
バ
ト
ン
を
受
け
継

ぎ
‐
‐
‐
」
と
穏
や
か
な
中

に
も
気
概
を
込
め
た
挨
拶
が

あ
っ
た
。

続
い
て
勝
野
堅
介
本
部
会

長
、
高
田
修
本
部
副
会
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
直
ち
に
議

事
に
入
っ
た
。

議
案
は
出
席
者
一
同
に
よ

る
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案

通
り
す
べ
て
承
認
可
決
さ
れ

た
。浦

野
秀
樹
北
区
支
部
長

（
本
部
監
事
）
の
閉
会
挨
拶

で
総
会
を
終
了
し
た
。

懇
親
会
は
山
下
純
雲
子
本

部
常
務
理
事
の
挨
拶
、
石
井

將
博
豊
島
支
部
長
（
本
部
常

務
理
事
）
の
乾
杯
の
音
頭
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。
歓
談
の
中
、

各
支
部
間
の
意
見
・
情
報
交

換
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ

た
。慶

福
の
ひ
と
時
を
共
有
す

る
中
、
西
村
弘
小
平
支
部
長

（
本
部
理
事
）
の
中
締
め
で

お
開
き
と
な
っ
た
。

　　

東
京
都
新
宿
支
部

総
会
の
開
催

四
月
二
十
八
日
（
土
）

十
七
時
か
ら
日
本
善
行
会
新

宿
支
部
の
総
会
が
、
新
宿
駅

西
口
「
三
国
一
ア
イ
ラ
ン
ド

イ
ッ
ツ
店
」
に
お
い
て
支
部

会
員
十
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

勝
野
支
部
長
、
前
田
副
支

部
長
か
ら
の
昨
年
夏
の
支
部

総
会
以
降
の
支
部
の
活
動
や

本
部
の
最
近
の
状
況
等
に
つ

い
て
の
報
告
等
の
後
、
日
本

善
行
会
会
長
就
任
に
伴
い
、

勝
野
支
部
長
が
新
宿
支
部
長

を
退
任
し
、
前
田
副
支
部
長

が
後
任
の
新
宿
支
部
長
に
就

任
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

新
宿
支
部
の
活
動
等
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
等
の
後
、

懇
親
会
に
移
り
、
和
や
か
に

懇
親
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
新
し
い
体
制
の
も
と

で
支
部
の
様
々
な
活
動
を
一

層
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

る
予
定
で
す
。
寄
付
金
は
ま

だ
目
標
ま
で
は
届
い
て
い
な

い
様
で
す
。

蕪
島
神
社
と
う
み
ね
こ
を

知
る
全
国
の
皆
様
に
は
、
温

か
い
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

組
合
員
に
推
奨
し
て
い
ま

す
。
二
十
四
時
間
夜
間
で
も

貸
し
出
せ
る
計
画
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
日
本
善
行
会
の

皆
様
、
本
日
は
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


